
学習指導要領の一覧「家庭科における製作例」 （むらき数子 情報ファイル第935号の一部） 

  

（国立教育政策研究所・教育研究所情報データベース「学習指導要領の一覧」 

   https://erid.nier.go.jp/guideline.html より、むらきが作成、欄外に付記） 

 

 

 

 

1947 学習指導要領家庭科編（試案）―小学校では男女共に課すべき家庭科。 

 

 

 

 

 年度別 学習指導要領       「家庭科」における製作例 

https://apac01.safelinks.protection.outlook.com/?url=https%3A%2F%2Ferid.nier.go.jp%2Fguideline.html&data=05%7C02%7C%7C2eb865c0789e480786ec08dd0641b096%7C84df9e7fe9f640afb435aaaaaaaaaaaa%7C1%7C0%7C638673601436218148%7CUnknown%7CTWFpbGZsb3d8eyJFbXB0eU1hcGkiOnRydWUsIlYiOiIwLjAuMDAwMCIsIlAiOiJXaW4zMiIsIkFOIjoiTWFpbCIsIldUIjoyfQ%3D%3D%7C0%7C%7C%7C&sdata=tFBBBToe3dlFgovK3dsga0epzvT40X%2BDiVYT6cqkVp0%3D&reserved=0


 

 

＜高等学校学習指導要領 一般編 昭和 3１年改訂版（昭和 33 年 4 月再訂版） 

  全日制の普通課程 (イ) 女子については，「家庭科」の４単位を履修させることが望ましい。＞ 

1958 中学に技術・家庭科設置。男子向き、女子向きに分かれる。 

1958（昭和 33 年に文部省告示として「官報」に掲載、以後、現在にいたる） 

1963 高校「家庭一般」が原則として女子必修に。 

 

 

 

 

1973 高校「家庭一般」、女子のみ必修、男子は体育４単位増。 



 

 

 

 

1985 女子差別撤廃条約批准 

1988 小・中の指導要領改定。中学は 1993 年度より、技術、家庭各領域を男女の別なく選択必修とする。 

1989 高校の指導要領改定。高等学校家庭科の男女必修化 

1994 年度より「家庭一般」は男女とも必修に。  

 

 

 

[平成 29，30 年は小中高とも平成20，21年度とほとんど変わらず、製作の例示もないので略] 


